
ライセンス

Cisco Unified Communications Managerのライセンスは、Enterprise License Managerによって管理
されます。ライセンスは、ライセンスの使用状況情報を Unified Communications Managerから収
集し、ライセンスがコンプライアンスまたは非コンプライアンスを示すレポートを返すEnterprise
LicenseManagerにインストールされます。UnifiedCommunicationsManagerは、システム上のユー
ザおよびデバイスの合計数に基づいて、ライセンスの使用状況を計算します。

• Unified Communications Managerのライセンス, 1 ページ

• ライセンスの使用状況レポート, 2 ページ

• ライセンスコンプライアンス, 4 ページ

• ライセンスのトラブルシューティング, 4 ページ

Unified Communications Manager のライセンス
UnifiedCommunicationsManagerのすべてのライセンスは、Enterprise LicenseManagerで集中的に処
理されます。 Unified Commucications Managerは、Enterprise License Managerと通信してライセン
ス要件を提示します。ユーザ、電話機、その他のサービスがUnifiedCommunicationsManagerでプ
ロビジョニングされるとライセンス要件が追加され、Unified CommunicationsManagerは対応する
ライセンス要件を Enterprise License Managerに送信します。 Enterprise License Managerは、Unified
Communications Managerのライセンス要件を使用可能なインストール済みのライセンスと比較し
て、ライセンスのコンプライアンスまたは非コンプライアンスを示すレポートを返します。Unified
Communications Managerライセンスのタイプは、Cisco Unified Workspaceライセンス（UWL）ま
たは Cisco User Connectライセンス（UCL）として使用可能です。

UWLを使用すると、経済的で簡単にパッケージングされた広範囲のシスコのコラボレーション
アプリケーションやサービスにアクセスすることができます。これには、ソフトウェアクライア

ント、アプリケーションサーバ、ユーザごとのライセンスが含まれています。必要性と選択する

デバイスに応じて、Cisco Unified Workspaceライセンスの Professional Editionと Standard Editionを
使用できます。

一方、UCLは各 Cisco Unified Communications製品のユーザベースライセンスで、ソフトウェア
クライアント、アプリケーションサーバソフトウェアライセンス、基本的なUnifiedCommunications
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アプリケーションが含まれています。必要性と選択するデバイスに応じて、UCLの Essential、
Basic、Enhanced、Enhanced Plusのいずれかを使用できます。

Unified Communications Managerライセンスのタイプは、次のとおりです。

Essential User Connectライセンス：基本ボイスを提供するデバイスまたはア
ナログデバイス（電話機またはファクス）1台をサポート（例：アナログ
電話機、ATA 186、ATA 187、Cisco 3905、Cisco 6901）。

Essential

Basic User Connectライセンス：すべての Essentialデバイスを含む 1台のデ
バイスと、基本的な（ボイスおよびビデオ）コール制御機能をサポート

（例：Cisco 6911、Cisco 6921）。

Basic

Enhanced User Connectライセンス：すべての Basicデバイスを含む 1台のデ
バイスと、デスクトップおよび携帯クライアントを含む拡張（ボイスおよび

ビデオ）コール制御機能をサポート（例：Cisco 3911、Cisco 3951、Cisco
6941、Cisco 6945、Cisco 6961、Cisco 79xx、Cisco 89xx、Cisco 99xx、Cisco
E20、Cisco TelePresence EX60、Cisco TelePresence EX90、サードパーティ
SIP）。

Enhanced

Enhanced Plus User Connectライセンス：すべての Enhancedデバイスを含む
最大 2台デバイスをサポート。

Enhanced Plus

Unifeied CMの CUWL Standard Unified Workspace Licensing（UWL）ライセ
ンス：デスクトップおよび携帯を含む拡張（ボイスおよびビデオ）コール制

御機能と、ユーザごとに最大 10台のデバイスをサポート。

CUWL Standard

Unified CMのCUWLProfessional UnifiedWorkspace Licensing（UWL）ライセ
ンス：CUWL Standardの機能と専門的なコラボレーションワークスペース
アプリケーション機能を含む。

CUWL Professional

TelePresence Roomライセンス：イマーシブおよびマルチパーパスの Cisco
TelePresence Systemエンドポイントに基づくルームをサポート（例：Cisco
TelePresence Systemシリーズ 3200、3000、1300、Cisco TelePresence MXシ
リーズ、Cisco TelePresence TXシリーズ、Cisco TelePresence System Profileシ
リーズ）。

TelePresence Room

詳細については、『Enterprise License Manager User Guide』を参照してください。

ライセンスの使用状況レポート
ライセンスの使用状況レポートには、EnterpriseLicenseManagerに報告されるものと同じシステム
ライセンスの使用状況のサマリーと詳細情報が表示されます。

使用状況の詳細には、ライセンスのタイプ、ユーザ、および未割り当てのデバイスが含まれます。

使用状況の情報は毎日 1回更新されますが、[使用状況の詳細の更新(Update Usage Details)]をク
リックして手動で更新することもできます。 [使用状況の詳細の更新(Update Usage Details)]をク
リックするとリソースが集中的に使用されるため、システムのサイズによっては処理が完了する
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までに数分かかることがあります。 Unified Communicationsのライセンス情報を確認するリンク
は、[すべてのライセンスタイプの説明とデバイスの分類の表示(View all license type descriptions and
device classifications)]にあります。

アラームまたはライセンスアラート（ライセンスの非コンプライアンス状態）が発生すると、ス

テータスメッセージが表示されます。ステータスメッセージの詳細については、「アラーム、

アラート、およびライセンスステータス通知」を参照してください。ライセンスのコンプライア

ンスおよび非コンプライアンスの詳細については、「ライセンスコンプライアンス」を参照して

ください。

[ライセンス要件(タイプ別)(License Requirements by Type)]テーブルには、現在のシステムライセ
ンス要件が表示されます。これには、現在のライセンスの使用状況（必要なライセンス数）がラ

イセンスのタイプ別に示され、ライセンスが必要なユーザ数および未割り当てのデバイス数がラ

イセンスのタイプ別にまとめられます。ライセンスタイプ別レポートのリンクは、ユーザ（数）

または未割り当てのデバイス（数）ごとに表示され、ドリルダウンリンクが含まれています。

ユーザレポートの場合は、[ユーザID(User ID)]リンクをクリックすると、ユーザ IDごとにユー
ザ設定の詳細が表示されます。 [詳細の表示(ViewDetails)]リンクをクリックすると、ユーザ IDご
とにライセンス要件が表示されます。未割り当てのデバイスレポートの場合は、必要なデバイス

のタイプとライセンスのタイプが未割り当てのデバイスごとに表示されます。

ユーザおよび未割り当てのデバイス別にまとめられたライセンスの使用状況レポートも使用でき

ます。 [ユーザ(Users)]行には、システムに設定されたユーザの合計数が表示され、ユーザの [使
用状況レポートの表示(View Usage Report)]では、システムに設定されたすべてのユーザと対応す
る各ライセンス要件のレポートが表示されます。また、未割り当てのデバイスの [使用状況レポー
トの表示(View Usage Report)]では、未割り当てのデバイス（ユーザに関連付けられていないデバ
イス）の合計数が表示されます。

Cisco Unified Communicationsの管理ページでユーザ IDをデバイスに割り当てると、そのデバ
イスはライセンスの使用状況レポートの [未割り当てのデバイス(UnassignedDevices)]から [ユー
ザ(Users)]に移動します。ただし、エンドユーザの制御するデバイスのリストにデバイスを追
加しても、そのデバイスに関する「ライセンスの使用状況レポート」の出力結果は変わりませ

ん。ユーザへのデバイスの割り当ての詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

（注）

[Enterprise License Manager]セクションには、Unified Communications Managerが Enterprise License
Managerの管理対象であるかどうかが表示されます。 UCMがEnterprise License Manager製品のイ
ンベントリに追加されている場合は、Enterprise License Managerサーバのログインページへのリ
ンクが表示されます。 24時間ごとに少なくとも 1回以上、Unified Communications Managerを
Enterprise License Managerに接続する必要があります。このライセンス要件に含まれる Unified
Communications Managerおよび Enterprise License Managerの接続と通信は、同期と呼ばれます。
Enterprise License Managerのステータスには、Unified Communications Managerと Enterprise License
Managerの間で同期が正常に完了した最終日時のタイムスタンプが表示されます。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
3

ライセンス

ライセンスの使用状況レポート



ライセンスコンプライアンス
最初にインストールすると Unified Communications Managerは、Enterprise License Managerと正常
に同期してライセンスが Enterprise License Managerにインストールされるまでの 60日間の猶予期
間、デモンストレーションモードで完全に動作します。 Enterprise License Managerが登録され、
ライセンスが登録されてUnifiedCommunicationsManagerとの同期が行われると、Enterprise License
Managerは Unified Communications Manager製品インスタンスと毎日通信します。 Unified
CommunicationsManagerは、すべてのライセンス要件をタイプ別にEnterprise LicenseManagerへレ
ポートします。EnterpriseLicenseManagerは、接続しているすべてのUnifiedCommunicationsManager
製品インスタンスのライセンス要件をまとめて、それらの要件全体を使用可能なインストール済

みライセンス全体と比較します（同一製品タイプのすべての製品インスタンスごとに、ライセン

ス要件とインストール済みライセンスのタイプがまとめられます）。Enterprise License Manager
は、対象の製品インスタンスに次のいずれかのステータスレポートを返します。

•コンプライアンス

•非コンプライアンス

非コンプライアンスが発生するのは、次のいずれかの場合です。

•ライセンス数が不足している

• Enterprise License Managerと正常に同期していない

Unified Communications Manamerで非コンプライアンスの状態のライセンスは、60日間の猶予期
間の後に適用されます。猶予期間を過ぎるとUnifiedCommunicationsManagerは非コンプライアン
スに設定され、次のようなサービスの低下が発生します。

•デバイスとユーザのプロビジョニングはできません。ライセンスに影響するユーザの設定
（たとえば、[IM and Presenceの有効化(Enable IM and Presence)]や [モビリティの有効化(Enable
Mobility)]のチェックボックス）の変更はできません。

•デバイスとユーザのデプロビジョニングはできません。ライセンスに関連する設定の変更
（たとえば、IM and Presenceやモビリティを無効化すること）は可能です。

ライセンスの操作の詳細については、『Enterprise License Manager User Guide』を参照してくださ
い。

ライセンスのトラブルシューティング
UnifiedCommunicationsManagerライセンスは、Enterprise LicenseManagerによって管理されます。
EnterpriseLicenseManagerはライセンスの履行を制御し、サポート対象製品の間でライセンスの割
り当てや調整をサポートします。また、Enterprise License Managerは使用状況と権利状況に関す
るエンタープライズレベルのレポートを提供し、その中にはステータスメッセージも含まれてい

ます。アラームは Unified Communications Managerによって生成されます。
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アラーム

Unified Communications Managerは、ライセンスに関する次のアラームを生成します。

推奨処置説明アラーム

Enterprise License Managerを製
品に接続します。

Enterprise License Managerが接
続されていません（警告アラー

ム）

CiscoElmNotConnected

追加のライセンスをアップロー

ドします。 Enterprise License
Managerが製品に接続されてい
ることを確認します。

ライセンスの猶予期間が終了し

ました（警告アラーム）

CiscoNoProvisionTimeout

システム時刻が変更された原因

を特定します。

システム時刻が変更されました

（情報アラーム）

CiscoSystemTimeChange

追加のライセンスをアップロー

ドします。 Enterprise License
Managerが製品に接続されてい
ることを確認します。

猶予期間の終了が近付いてお

り、プロビジョニングができな

くなります（情報アラーム）

CiscoGraceTimeLeft

追加のライセンスをアップロー

ドします。 Enterprise License
Managerが製品に接続されてい
ることを確認します。

システムが超過しており、これ

はシステムのライセンスリソー

ス制限が超過したことを意味し

ます（警告アラーム）

CiscoSystemInOverage

Enterprise License Managerの証
明書を確認します。これは

Man-in-the-Middle（中間者）攻
撃の可能性があります。

Cisco Unified Communications
Managerと Enterprise License
Managerの間で証明書が不一致
です（エラーアラーム）

CiscoSystemSecurityMismatch

Unified Communications Managerに必要なライセンスがない場合には、アラートが生成されます。
アラートについては、『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してく
ださい。

Enterprise License Manager のステータスメッセージ

次に、ライセンスの使用状況レポートの画面に表示されるすべてのステータスメッセージのリス

トを示します。
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説明アラームメッセージ状態デバイス

新規インストール：スターター

ライセンス。

システムは 60日間で期限が切れ
るデモライセンスで稼動していま

す。ユーザおよびデバイスのプロ

ビジョニングを引き続き実行でき

るように、このシステムを

Enterprise License Managerに追加
して、使用に必要なライセンスを

期限切れになる前にインストール

します。

デモモードUnified
Communications
Manager

ライセンスリソースの制限を超

過し、システムがライセンス不

足の状態で稼動しています。

システムはライセンス数が不足し

た状態で稼動しています。ユーザ

およびデバイスのプロビジョニン

グ機能を復元するためには、

Enterprise License Managerで追加
ライセンスを設定します。

ライセンス超過Unified
Communications
Manager

Unified Communications Manager
から Enterprise License Manager
への接続が失われているか、同

期が正常に行われていません。

システムが 10日間、Enterprise
LicenseManagerと正常に同期して
いません。 50日間以内に正常に
同期しないと、ユーザとデバイス

のプロビジョニングを実行できな

くなります。

Enterprise
License Manager
未接続

Unified
Communications
Manager

次に、Enterprise License Managerの画面に表示されるすべてのステータスメッセージのリストを
示します。

説明アラームメッセージ状態デバイス

新規インストール：製品ライセ

ンスがインストールされていま

せん。

Enterprise License Managerはデモ
モードで稼動しています。使用中

の製品の機能を失わないために

は、製品インスタンスのライセン

ス要件に必要なライセンスをイン

ストールします。

デモモードEnterprise
License
Manager

ダッシュボード内の Enterprise
License Managerにメッセージが
表示され、ライセンスの使用状

況が表示されます。

ライセンス不足ライセンス超過Enterprise
License
Manager
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説明アラームメッセージ状態デバイス

デバイスと同期していません。

ダッシュボードにメッセージ

（同期ステータスと最終の日

付）が表示され、インベントリ

が表示されます。

•インスタンスに到達できませ
ん

•ログインに失敗しました

•証明書が一致しません

•登録が競合しています

•サーバタイプが無効です

•製品タイプが一致しません

•製品インスタンスが重複して
います

Enterprise
License Manager
未接続

Enterprise
License
Manager
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